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はじめに 

 

 近年、少子高齢化の進展や価値観・ライフスタイルの多様化に伴い、人々の

スポーツに対する意識やニーズが変化し、生涯スポーツやレクリエーション活

動への関心が高まっています。また、少年期のスポーツにおいては、スポーツ

をする子としない子に二極化する傾向やスポーツ活動中に体罰事案が発生する

など一部で過熱化傾向が見受けられます。 

 このような情勢の中、本市では、平成２３年５月に策定した「第９次鳥取市

総合計画（基本計画：平成２３～２７年度）」の中で「スポーツ・レクリエーシ

ョンの振興」を施策の１つに掲げ、「地域活力の創出に向けたスポーツ振興」を

図り、鳥取市民体育祭に代表される「市民総スポーツ運動」や姫路市などの姉

妹都市との「スポーツ交流」を推進してまいりました。 

 一方、国においては、平成２３年８月、昭和３６年に制定されたスポーツ振

興法を全部改正し「スポーツ基本法」を施行、平成２４年３月にはスポーツ基

本法に基づく「スポーツ基本計画」を策定するなど、スポーツを取り巻く状況

は新たな展開を迎えました。 

 これを受けて、本市では、スポーツに関する施策を総合的に推進するための

指針として「鳥取市スポーツ推進計画」を策定することといたしました。本計

画は、「スポーツを通じて幸福で豊かな生活を営むことは、全ての人々の権利」

であるというスポーツ基本法の基本理念に基づき、いつでも・どこでも・いつ

までも、関心や適性等に応じてスポーツに親しむという視点に立って、「すべて

の市民がいつでもスポーツ活動を実践できる環境を整え、スポーツ活動を通じ

て、生涯にわたって活力に満ちた豊かな生活を送ることができる鳥取市～年齢

や性別、障がい等を問わず、関心、適性等に応じてスポーツに親しむことがで

きるまち～」を基本理念（めざす姿）といたしました。この基本理念を実現す

べく、「子どものスポーツ機会の充実」「生涯スポーツ社会の実現」「地域におけ

るスポーツ活動の推進」「競技力向上につながるスポーツ環境の整備」の４つの

基本方針に基づいて施策を展開いたします。市民の皆様には、より一層のご理

解とご協力を賜りますようお願いいたします。 

 結びに、貴重なご意見・ご提言をいただきました鳥取市スポーツ推進審議会

委員の皆様をはじめ、本計画の策定にあたりご協力をいただいたすべての方々

に心から感謝いたします。 

 

平成２８年 ３月 

鳥取市教育委員会 教育長 木下 法広 
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第１章 鳥取市スポーツ推進計画の概要 

１ 策定の背景と趣旨 

 「スポーツは、世界共通の人類の文化である」。平成２３年８月に施行された

「スポーツ基本法」(※1)は、この一文から始まります。同法は、スポーツ立国

の実現をめざし、国家戦略として、スポーツに関する施策を総合的・計画的に

推進するために制定されたものです。 

 翌年３月には、この法律に基づき、「スポーツ基本計画」(※2)が策定されま

した。地方公共団体においても、この計画を参酌して、その地方の実情に即し

た地方スポーツ推進計画を定めるよう努めることとされています。 

鳥取県においては、平成２６年３月に「鳥取県スポーツ推進計画」(※3)を策

定し、「障がい等を問わず誰もが適性等に応じてスポーツに参画する」という視

点を踏まえて５つの基本方針を定めています。 

本市においては、「鳥取市総合計画」(※4)の中で「スポーツ・レクリエーシ

ョンの振興」を施策の一つとして掲げ、市民総スポーツ運動の推進に取り組ん

できました。 

この度、国や鳥取県の動向を踏まえ、「第１０次鳥取市総合計画」や「鳥取市

の教育等の振興に関する大綱」(※5)、「鳥取市教育振興基本計画」(※6)などの

上位計画、「鳥取市生涯学習推進基本方針」(※7)や「鳥取市公共施設の経営基

本方針」(※8)などの関連方針・計画と整合性を図り、新たに「鳥取市スポーツ

推進計画」を策定するものです。 

【国・県・市のスポーツに関する法制度等】 

時 期 法 制 度 等 主 体 

昭和３６年 ６月 「スポーツ振興法」(※9)の施行 国 

平成１２年 ９月 「スポーツ振興基本計画」（１０カ年計画）の策定 国 

平成１８年 ９月 「スポーツ振興基本計画」の改定 国 

平成２１年 ３月 「鳥取県スポーツ振興計画」（１０カ年計画）の策定 県 

平成２２年 ８月 「スポーツ立国戦略」（１０年間）(※10)の策定 国 

平成２３年 ５月 

８月 

「第９次鳥取市総合計画」の策定 

「スポーツ基本法」の施行（スポーツ振興法の全部改正） 

市 

国 

平成２４年 ３月 「スポーツ基本計画」の策定 国 

平成２６年 ３月 
「鳥取県スポーツ推進計画」（１０カ年計画）の策定 

（鳥取県スポーツ振興計画の全部改正） 
県 

平成２８年 ３月 

 

 

「第１０次鳥取市総合計画」の策定 

「鳥取市の教育等の振興に関する大綱」の策定 

「鳥取市スポーツ推進計画」の策定 

市 

市 

市 
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２ 計画の位置づけ 

（１） 本計画は、スポーツ基本法に基づく鳥取市のスポーツに関する総合計

画です。 

（２） 本計画を、「第１０次鳥取市総合計画」及び「鳥取市の教育等の振興

に関する大綱」のスポーツ分野の個別計画として位置づけます。 

 

３ 計画の期間 

 本計画は、平成２８年度から平成３２年度までの５年間を計画期間とします。 

また、「鳥取市スポーツ推進審議会」(※11)において、計画の進捗状況の点検

評価を行い、必要に応じて計画を見直します。 

 

４ 計画における「スポーツ」の定義 

 本計画にいう「スポーツ」とは、勝敗を争う競技スポーツだけでなく、楽し

むことや体を動かすことを目的としたレクリエーション活動や散歩、ジョギン

グなどの運動すべてを含め、幅広い概念で捉えることとします。 

 

５ 計画の基本理念・方針 

（１） 基本理念（めざす姿） 

すべての市民がいつでもスポーツ活動を実践できる環境を整え、スポーツ活動

を通じて、生涯にわたって活力に満ちた豊かな生活を送ることができる鳥取市 

～年齢や性別、障がい等を問わず、関心、適性等に応じてスポーツに親しむことができるまち～ 

鳥取県スポーツ推進計画では、「様々な年代の人々が年齢や性別、障がい等を

問わず、関心、適性等に応じてスポーツに参画することができる環境を整備し、

心豊かな生活を営むことができる社会」をめざす姿としています。このことを

踏まえ、鳥取市スポーツ推進計画では、「第１０次鳥取市総合計画」でめざす方

向性に沿った基本理念とします。 

ここでは、スポーツ立国戦略で基本的な考え方とされた「する」「みる（観る）」

「ささえる（支える）」というスポーツへの関わり方にも着目することとし、生

涯にわたってスポーツに親しむことのできるまちの創造をめざします。 
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（２） 基本方針 

 めざす姿を実現するため、以下の４つの基本方針を定め、具体的施策を展開

することとします。 

 

Ⅰ 子どものスポーツ機会の充実 

 生涯にわたってスポーツに親しむためには、子どもの頃から運動やスポーツ

に触れ、体を動かす習慣を身に付けることが大切です。そのために、乳幼児期

から体を動かす遊びや運動に触れる機会を提供するとともに、児童期以降の学

校体育・社会体育の充実を図ります。 

 

Ⅱ 生涯スポーツ社会の実現 

 誰もが活力に満ちた豊かな生活を送るためには、いつでも、どこでも、いつ

までもスポーツに親しむことができる環境を整える必要があります。市民の誰

もが関心や適性等に応じ、生涯にわたってスポーツ活動を行うことができる社

会の実現をめざします。 

 

Ⅲ 地域におけるスポーツ活動の推進 

 地域スポーツを活性化させることで、地域の連帯感を強めたり、地域社会を

再生化したりすることができます。スポーツ推進委員やボランティアとしてス

ポーツに関わる人々によってスポーツ活動が支えられ、地域住民が主体的にス

ポーツやまちの活動に参画することを目標とします。また、スポーツを通じた

地域交流によって、相互理解や友好の促進を図ります。 

 

Ⅳ 競技力向上につながるスポーツ環境の整備 

 勝敗や記録を争う競技スポーツは、協調性や責任感などを育み、仲間と触れ

合うことの大切さを教えてくれます。こうした競技スポーツの重要性に鑑み、

競技団体への支援や指導者の育成のみならず、競技力の向上に資するスポーツ

環境を整えます。 
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６ 計画の体系 

（１）国・県・市の計画の比較 

 スポーツ基本計画 鳥取県スポーツ推進計画 鳥取市スポーツ推進計画 

策定主体 国 県 市 

基本理念 

（めざす姿） 

スポーツを通じてすべての人々が幸福で

豊かな生活を営むことができる社会 

すべての県民が豊かなスポーツ文化を享

受できる鳥取県 

～様々な年代の人々が年齢や性別、障がい

等を問わず、関心、適性等に応じてスポー

ツに参画することができる環境を整備し、

心豊かな生活を営むことができる社会～ 

すべての市民がいつでもスポーツ活

動を実践できる環境を整え、スポーツ

活動を通じて、生涯にわたって活力に

満ちた豊かな生活を送ることができ

る鳥取市 

～年齢や性別、障がい等を問わず、関

心、適性等に応じてスポーツに親しむ

ことができるまち～ 

基本方針 

年齢や性別、障害等を問わず、広く人々が、関心、

適性等に応じてスポーツに参画することができ

るスポーツ環境を整備 

  

Ⅰ 学校と地域における子どものスポーツ機会

の充実 

Ⅰ ライフステージに応じた運動・スポーツ活動

の推進 

Ⅰ 子どものスポーツ機会の充実 

Ⅱ 若者のスポーツ参加機会の拡充や高齢者の

体力つくり支援等ライフステージに応じたスポ

ーツ活動の推進 

Ⅱ 学校体育と運動機会の充実による子どもの

運動・スポーツの基礎づくり 

Ⅱ 生涯スポーツ社会の実現 

Ⅲ 住民が主体的に参画する地域のスポーツ環

境の整備 

Ⅲ 地域におけるスポーツ人材の育成とスポー

ツ環境の充実 

Ⅲ 地域におけるスポーツ活動の推進 

Ⅳ 国際競技力の向上に向けた人材の養成やス

ポーツ環境の整備 

Ⅳ 競技力の向上に向けた人材養成やスポーツ

環境の総合的な整備 

Ⅳ 競技力向上につながるスポーツ環境の

整備 

Ⅴ オリンピック・パラリンピック等の国際競技

大会の招致・開催等を通じた国際交流・貢献の推

進 

Ⅴ スポーツ推進に向けた各組織の連携と一体

的・総合的な取組の充実 

 

Ⅵ ドーピング防止やスポーツ仲裁等の推進に

よるスポーツ界の透明性、公平・公正性の向上 

  

Ⅶ スポーツ界における好循環の創出に向けた

トップスポーツと地域におけるスポーツとの連

携・協働の推進 

  

計画期間 

国における今後１０年の基本方針と現状及び課

題を踏まえた５年間の計画（平成２４年度から）

平成２６～３５年度の１０カ年の計画 平成２８～３２年度の５カ年の計画 



 

（２
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（３）鳥取市スポーツ推進計画の体系 

基本理念（めざす姿） 

すべての市民がいつでもスポーツ活動を実践できる環境を整え、スポーツ活動を通じて、生涯にわたって活力に満ち

た豊かな生活を送ることができる鳥取市 

～年齢や性別、障がい等を問わず、関心、適性等に応じてスポーツに親しむことができるまち～ 

基本方針 施策項目 具体的施策 

Ⅰ 子どものスポ

ーツ機会の充実 

１ 乳幼児期からの体を動かす

遊びや運動の実践 

①幼児期における遊びや運動の機会の提供 

②保育園・幼稚園での外遊びの推奨 

③親子で行う遊びや運動の展開 

２ 学校体育・社会体育への支援 ①トップアスリートを活用した子どもの育成 

②学校体育・社会体育に関わる指導者の育成 

③子どもをとりまく関係団体、指導者、保護者等への啓発

④スポーツ少年団活動の奨励 

⑤小・中学校体育連盟との連携 

⑥少年スポーツクラブの実態把握 

⑦児童期におけるスポーツ交流の実践 

Ⅱ 生涯スポーツ

社会の実現 

１ 市民総スポーツ運動の推進 ①鳥取市民体育祭の充実 

②体力づくり型事業の推進 

③自己の健康管理に資する取り組みの促進 

④ニュースポーツの普及促進 

⑤総合型地域スポーツクラブ等との連携・協力 

２ 誰もが参加しやすいスポー

ツ環境づくり 

①障がいの有無に関わらないスポーツ環境の醸成 

②高齢者のスポーツ活動機会の創出 

③安全なスポーツ環境の整備 

④スポーツに関する情報の提供 

⑤市民サービスの向上を目的とした施設等の機能改善 

Ⅲ 地域における

スポーツ活動の推

進 

１ 地域活力の創出に向けたス

ポーツ振興  

①スポーツ界の好循環の創出 

②地域から発信するスポーツ活動の展開 

③スポーツ推進委員を対象とする研修の充実 

④地域に根差したプロスポーツチームとの相互発展 

⑤「ささえるスポーツ」活動の創出 

⑥施設開放の促進 

⑦地域の高等教育機関との連携 
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基本方針 施策項目 具体的施策 

Ⅲ 地域における

スポーツ活動の推

進 

２ スポーツ交流の推進 ①スポーツツーリズムの推進 

②スポーツを通した国際交流の推進 

③「みるスポーツ」活動の推奨 

④交流事業の開催 

⑤姉妹都市交流の継続 

Ⅳ 競技力向上に

つながるスポーツ

環境の整備 

１ 競技人口の増加をめざした

施策の展開 

①体育協会をはじめとする関係団体との連携・協働 

②指導者の育成と資質の向上 

③「するスポーツ」活動の積極的な展開 

④優秀選手への支援 

⑤顕彰制度の充実 

⑥オリンピック・パラリンピック招致ムードの高揚 

２ 施設をはじめとするスポー

ツ環境の構築 

①競技スポーツに対する市民ニーズの把握 

②施設予約の利便性の向上 

③競技者への積極的な広報 

④競技スポーツとの出会いの創出 

⑤スポーツ施設環境の充実 
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第 2 章 具体的施策の方向性 

Ⅰ 子どものスポーツ機会の充実 

１ 乳幼児期からの体を動かす遊びや運動の実践 

【施策目標】 

乳幼児期から体を動かす遊びや運動に触れる機会を積極的に提供し、児童期

以降のスポーツ活動につなげる。 

（１） 現状と課題 

子どもの体力の低下が顕著であることや積極的にスポーツをする子どもとそ

うでない子どもの二極化傾向が見られることから、乳幼児期から遊びや運動を

実践することが重要になっています。そのため、遊びや運動の機会を積極的に

提供していく必要があると考えられます。 

「幼児期運動指針」（平成２４年３月・文部科学省）では、幼児を取り巻く社

会の現状を踏まえ、「主体的に体を動かす遊びを中心とした身体活動を、幼児の

生活全体の中に確保していくことは大きな課題である」としています。また、「幼

児は様々な遊びを中心に、毎日、合計６０分以上、楽しく体を動かすことが大

切」であり、幼稚園や保育園に限らず、家庭での身体活動も含めて、体を動か

す機会を増やすことがねらいとされています。 

こうした現状を踏まえ、本市でも、障がいの有無に関わらず、乳幼児に対し

て家庭や地域、保育園等で遊びや運動に親しむ習慣を身に付けさせ、生涯にわ

たってスポーツ活動に親しむ基礎づくりを行うことが求められます。 

 

（２） 具体的施策 

①幼児期における遊びや運動の機会の提供 

プロスポーツ選手・元プロスポーツ選手の 

能力と知識・経験を活かして、子どもたちの 

健やかな身体づくり・健康づくりを図る「子 

どもの身体・健康づくり推進事業」(※12)な 

どを活用し、幼児期から遊びや運動に触れる 

機会を提供します。 

 また、鳥取の自然環境を活かし、山や川で 
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の遊びの体験を通じて、ふるさとの良さや自然の中で体を動かすことの喜びを

実感する習慣を幼児期の段階から身に付けていけるような機会の提供に努めま

す。関係機関と連携を図りながら、遊びや運動に触れることが日常生活の中で

習慣化することをめざします。 

 

②保育園・幼稚園での外遊びの推奨 

 外遊びを通して体を動かすことの楽しさを知り、のびのびと体を使って遊ぶ 

ことで心身の健全な発達につながり、児童 

期以降の運動・スポーツ活動の基礎をつく 

ることができます。 

  本市では、保育園や幼稚園で芝生化が順 

次行われています。土踏まずの形成期であ 

る２～５歳までの間に、裸足で思い切り遊 

べる環境を整えることによって、幼児の健 

やかな成長を促し、幼児が元気になること

を目的としています。 

 こうした環境を活用し、保育園・幼稚園などの幼児教育・保育機関における

外遊びを推奨します。 

 

③親子で行う遊びや運動の展開 

 乳幼児期においては、家庭で子どもと保護者が遊びや運動を通じて触れ合う

ことや子どもの心身の発達に応じた運動内容について保護者が積極的に理解を

示すことが求められます。 

 親子スポーツ教室や子育て支援運動教室など、親子が一緒になって行うこと

のできる遊びや運動を展開します。 

 

【幼児期運動指針Ｑ＆Ａより抜粋】 

Ｑ４：幼稚園・保育所だけで取り組むのでしょうか？ 

Ａ４：幼児にとって体を動かすことは遊びが中心ですが、散歩や手伝いなど生活の中で

の様々な動きも大切です。そのため、幼稚園・保育所などに限らず、家庭や地域での活

動も含めて考える必要があります。 
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全 国 鳥取県 鳥取市 全 国 鳥取県 鳥取市 全 国 鳥取県 鳥取市 全 国 鳥取県 鳥取市

小5男 中2男 小5女 中2女

体力合計点

２ 学校体育・社会体育への支援 

【施策目標】 

児童期以降の「学校におけるスポーツ活動」と「地域社会におけるスポーツ

活動」のそれぞれに対しての支援を検討し、いつでも・どこでもスポーツを行

える環境を整え、生涯スポーツの基礎づくりとする。 

（１） 現状と課題 

平成８年度以降の小学生のスポーツ活動は、「鳥取市小学校体育連盟」(※13)

の枠組みの中の陸上・水泳競技を除き学校教育活動での指導から外れ、競技団

体・地域などの社会体育活動での指導に委ねられています。小学生のスポーツ

クラブは、こうした地域社会の献身的なボランティアに支えられ運営されてい

ることから、行政による適正な指導方法や体罰の防止などの指導・助言はもと

より、優良な活動事例の紹介など情報提供に努める必要があります。 

中学校の部活動においては、少子化の影響で複数の学校で合同チームを結成

し試合に出場する例や活動休止に追い込まれる部も見受けられます。練習場所、

指導者の確保なども喫緊の課題として挙げられます。 

平成２７年度の「全国体力・運動能力、運動習慣等調査結果」によれば、本

市では、小学校５年生で握力・ソフトボール投げ等の８項目のうち、男女共に

３項目で、中学校２年生で握力・ハンドボール投げ等の８項目のうち、男女と

もに６項目で全国・県平均を上回っており、これらを総合した体力合計点では

小学校５年生、中学校２年生ともに男女で全国・県平均を上回りました。この

ことから、本市の小・中学生ともに比較的高い体力・運動能力を有していると

考えられますが、上記のように学校体育だけでなく社会全般のスポーツ活動が

盛んになっている中、学校体育・社会体育双方への支援を図り、これを維持し

ていくための施策が求められます。 

 

【平成２７年度「全国体力・運動能力、運動習慣等調査結果」（文部科学省）】 
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（２） 具体的施策 

① トップアスリートを活用した子どもの育成 

公益財団法人日本サッカー協会に委託して行う「こころのプロジェクト『夢

の教室』」(※14)事業を通じて、スポーツ・文化 

などの分野で優れた功績を残したアスリート等 

（夢先生）から夢を持つことや仲間と協力し合 

うことの大切さなどを学び、子どもたちの豊か 

なこころづくりにつなげます。 

 多くの子どもたちに本事業の機会を提供でき 

るよう実施校数の拡大をめざします。 

 

【「夢の教室」の実施状況】 

実施年度 対 象 実 施 校 夢 先 生（競 技） 

平成２３ 

 

 

 

 

小学５年生 

 

 

 

 

 

７校１４クラス

小島伸幸さん・福永泰さん・廣長優志さん・水沼貴史さ

ん・水内猛さん・前田治さん・服部浩紀さん（サッカー）

…７人 

平成２４ ７校１２クラス

都築龍太さん・安永聡太郎さん・水内猛さん・水沼貴史

さん・山田隆裕さん（サッカー）、大山加奈さん（バレ

ーボール）…６人 

平成２５ ７校１２クラス

米山篤さん・都築龍太さん・川上直子さん（サッカー）、

富平辰文さん（キックボクシング）、岩城ハルミさん（バ

ドミントン）、廣田遥さん（トランポリン）、大山加奈

さん（バレーボール）、亀山努さん（野球）…８人 

平成２６ 

 

小学５年生 

中学２年生 

 

８校１２クラス

岡野雅行さん・高田保則さん・法師人美佳さん・米山篤

志さん・前田治さん（サッカー）、河原優さん（フット

サル）、笠原江梨香さん（テコンドー）、杉本美香さん

（柔道）…８人 

平成２７ 

 

小学５年生 

 

７校１０クラス

岡里明美さん（バスケットボール）、小針清允さん・下

村東美さん（サッカー）、湯田友美さん・ハニカット陽

子さん（陸上）…５人 

※本事業の対象は、小学５年生・中学２年生となっています。 
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② 学校体育・社会体育に関わる指導者の育成 

小・中学校のクラブ活動や部活動に携わ 

                る教員や指導者の指導力向上につながる実 

技指導研修等の充実を図ります。 

また、鳥取県・市のスポーツ少年団など 

と連携し、少年スポーツ指導者を対象とし 

た研修会を開催します。指導者のみならず、 

少年スポーツに携わる保護者や地域の方々 

にも主体的に参加していただけるよう研修

内容を工夫します。 

 

【少年スポーツ指導者研修会の開催状況】 

実施年度 演 題  講 師 名 講 師 所 属 

平成２３ 児童期におけるスポーツ指導のあり方 上野耕平さん 鳥取大学教育センター 

平成２４ 
スポーツ少年団における指導者と母集団

のありかたについて 
望月史代さん 鳥取工業高等学校 

平成２５ 小学生を対象とした体幹トレーニング 林志郎さん 鳥取介護サービス 

平成２６ 
『小学生スポーツ活動ガイドライン』の活

用について 
油野利博さん 鳥取市スポーツ推進審議会

平成２７ コンディショニングの理論と実施 生田明広さん 
加圧トレーニングスタジオ

Lithe（ライズ） 

 

 

③ 子どもをとりまく関係団体、指導者、保護者等への啓発 

本市教育委員会は、平成２６年２月に『小学生スポーツ活動ガイドライン』 

(※15)を策定しました。スポーツ活動に関わる指導者や保護者、学校や地域な

どの関係者が小学生スポーツの望ましいあり方を共有できる体制づくりを進め、

共通理解を深められるよう、ガイドラインの周知に努めます。  

中学生においては、平成２５年３月に『中学校における部活動ガイドライン』

(※16)を策定しています。学校の実態にあった「部活動規定」を再度見直し、

教員にも生徒にも有意義な活動になるよう、普及・啓発を行います。 
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１

１

１

１

ツのみ

導や、

協力

る部活

数 

４１人

３６人

４５人

４８人

３０人
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⑤ 小・中学校体育連盟との連携 

鳥取市小学校・中学校体育連盟との 

連携を図り、児童・生徒のスポーツ活 

動の充実をめざします。 

必要に応じて、同連盟に対する補助 

金等の支援の在り方について検討する 

こととします。 

 

 

 

⑥ 少年スポーツクラブの実態把握 

これまで、スポーツ少年団活動以外で行われている少年スポーツクラブの活

動については、その実態を十分に把握できていませんでした。今後は実態把握

に努め、支援の在り方や内容を検討します。 

 

⑦ 児童期におけるスポーツ交流の実践 

仲間意識の醸成や新しい出会い、感動の 

創出を図るため、但馬地域や岩美町、京丹 

後市などと共催する「山陰海岸ジオパーク 

小学生駅伝競走大会」(※18)などを通じて、 

県内外の関係市町村とのスポーツ交流を行 

います。 
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Ⅱ 生涯スポーツ社会の実現 

１ 市民総スポーツ運動の推進 

【施策目標】 

・鳥取市民体育祭(※19)や鳥取市スポーツレクリエーション祭(※20)を継続し

て開催し、より市民が参画しやすい大会に成長させる。 

・各種ウォーキングやマラソン大会など、誰もが気軽に取り組むことのできる

体力づくり型事業を推進する。 

【数値目標】 

「鳥取市民体育祭」の延参加者数 

２３，７１３人（Ｈ２７年度） ⇒ ２５，０００人（Ｈ３２年度） 

（１） 現状と課題 

本市では、市政７０周年記念事業として始ま 

り、半世紀以上続いている「鳥取市民体育祭」 

に毎年多くの市民が参加しています。この市民 

総スポーツ運動の中核をなす市民体育祭は、市 

民スポーツ活動の充実と体力の増進という目的 

だけでなく、ストレスの発散や自由時間の活用、 

また競い合うことにその意義を求めるなど、参 

加者がさまざまな目的意識をもって参加できる大会として、広く市民のスポー

ツへの関心を高めていると言えます。 

その一方で、平成２７年１月の鳥取市民アンケート調査においては「今後市

が優先すべき施策」の中で「スポーツ・レクリエーションの振興」は全体の６％

程度となっており、前回調査（平成２１年１１月）の約８％から２ポイント程

度下回っていることが分かります。 

また、同調査では、市に対して「多くのスポーツを平等に支援してほしい」

という意見や「スポーツ大会の定期開催」を望む声も聞かれます。 

こうしたさまざまな意見を踏まえ、今後も市民の主体的な活動を支援し、年

齢・性別、障がいの有無を問わず、関心や適性等に応じてスポーツに参加でき

る環境づくりを促進することが必要です。 

市民がスポーツをする機会を充実させ、市民総スポーツ運動の継続と展開を

図り、生涯スポーツ社会の実現が求められています。 
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（２） 具体的施策 

①鳥取市民体育祭の充実 

市民体育祭は、市内４４の小学校区をＡ～Ｃの３グループに分け、対抗戦と

して開催しています。市民の交流の活性化を図るとともに、健やかで明るい生

活づくりに資するよう、引き続き鳥取市体育協会をはじめとする関係団体と連

携しながら充実した大会にしていきます。 

 併せて、障がいのある人も主体的に参加できる種目の導入などを引き続き検

討していきます。 

 

【鳥取市民体育祭の競技種目】 

◆得点種目（１５種目） … 卓球、ソフトテニス、弓道、ソフトボール、ゲートボー

ル、グラウンド・ゴルフ、バドミントン、男子バレーボール、女子バレーボール、テニ

ス、バスケットボール、水泳、ペタンク、軟式野球、陸上 

◆オープン種目（４種目） … 剣道、相撲、柔道、ボート 

 

②体力づくり型事業の推進 

スポーツに親しむきっかけづくりや体力づくりの一環として開催される各種 

ウォーキングやマラソン大会などの事業を推進します。 

毎年１月３日に行われている「鳥取市新春健康マラソン」は、小学生以下の子

どもから高齢者まで幅広く参加することのできる年頭行事 

です。自己の体力を知ることや家族・友人同士の交流を図 

ることを目的とした事業として、一層の定着をめざします。 

 

【鳥取市内で開催される主なウォーキング・マラソン大会など】 

実 施 時 期 大 会 名 会 場 

１月上旬頃 
鳥取市新春健康マラソン コカ・コーラウエストスポーツパーク 

青谷町正月マラソン 青谷町 

３月中旬頃 鳥取マラソン 鳥取砂丘オアシス広場付近 ～ コカ・コーラウエストスポーツパーク 

４月上旬頃 鹿野往来マラソン 鹿野町ほか 

５月下旬頃 もちがせ流しびなマラニック大会 流しびなの館周辺 

１０月上旬頃 鳥取市国府町万葉ウォークラリー大会 国府町成器地域一円 

１０月下旬頃 鳥取砂丘らっきょう花マラソン大会 鳥取砂丘オアシス広場周辺 

１０～１１月頃 ふるさと気高ウォーキング大会 気高町 
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③自己の健康管理に資する取り組みの促進 

自己の体力や健康状態を知り、健康管理につなげる取り組みを促進します。 

成人（２０～７９歳）を対象とした体力テストは、各地域のスポーツ推進委

員が中心となって運営を行っています。他の行事と同日に開催するなど工夫さ

れており、今後もこうした取り組みの定着を図ります。 

スポーツを通じて健康の維持・増進を図るため、関係機関と連携しながら、

活力ある長寿社会の実現をめざして、健康政策の推進に努めます。 

 

【体力テストの項目の例】 

（２０～６４歳対象） 

握力、上体起こし、長座体前屈、反復横とび 

急歩または２０ｍシャトルラン（往復持久走） 

立ち幅とび 

（６５～７９歳対象） 

握力、上体起こし、長座体前屈、開眼片足立ち 

１０ｍ障害物歩行、６分間歩行 

 

④ニュースポーツの普及促進 

鳥取市民体育祭や鳥取市スポーツレクリエーション祭などの大会や各地域で 

のスポーツ推進委員による実技指導 

を通して、誰でも気軽に参加・体験 

することのできる「ニュースポーツ」 

(※21)の普及を図ります。 

                   本市教育委員会では、ペタンク 

                  やカローリングといったニュースポ 

                  ーツ用具の貸出しを無料で行ってい 

                  ます。多くの方に利用していただけ 

                  るよう周知・広報に努めます。 

 

【鳥取市教育委員会において貸出しを行っているニュースポーツ用具の例】 

ペタンク（屋内・屋外）、カローリング、ソフトペタンク、ファミリーバドミントン、

羽根っこゲーム、ダブルダッチ、フロッカー、キンボール、グラウンド・ゴルフ、テ

ィーボール、バッゴー、クロリティー、シャッフルボード、ターゲットバードゴルフ、

スカイクロス、アキュラシー、パットゲームスター 
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⑤総合型地域スポーツクラブ等との連携・協力 

「多種目」「多世代」「多志向」を特徴とする総合型地域スポーツクラブ(※22)

等と連携・協力し、市民のさまざまなニーズに合わせたスポーツ機会の充実を

図ります。 

 今後は、市内の総合型地域スポーツクラブの活動実態を聞き取るなどして、

行政との協働や支援の在り方について検討することとします。 

 

【鳥取市内の主な総合型地域スポーツクラブ】 

特定非営利活動法人鳥取スポーツクラブ、けたかスポーツクラブ、青谷スポーツクラブ、

鹿の助スポーツクラブ、国府クラブ 
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２ 誰もが参加しやすいスポーツ環境づくり 

【施策目標】 

身近な体育施設の機能改善やスポーツに関する情報の提供などを行い、誰も

が参加しやすいスポーツ環境を整える。 

【数値目標】 

「鳥取市スポーツレクリエーション祭」の参加者数 

  ９２６人（Ｈ２７年度） ⇒ １，２００人（Ｈ３２年度） 

（１） 現状と課題 

 スポーツの効果の１つに、健康の維持があります。スポーツを通して、長寿

社会を実現するためには、身近なスポーツ環境の整備が必要となります。 

 スポーツ基本法では「スポーツは、障害者が自主的かつ積極的にスポーツを

行うことができるよう、障害の種類及び程度に応じ必要な配慮をしつつ推進さ

れなければならない」という障がい者スポーツに関する基本理念が掲げられて

います。一般社団法人鳥取県障がい者スポーツ協会をはじめとする関係団体と

連携し、障がい者スポーツ指導員等の協力の下、必要な配慮の内容を十分に検

討する必要があります。 

 また、平成２６年度の本市の高齢化率（総人口に占める６５歳以上の割合）

は２５．５％であり、全国（２６．０％）や鳥取県（２９．１％）を若干下回

ってはいるものの、その割合は上昇傾向にあります。こうした超高齢社会にあ

っては、「する」スポーツはもちろん、「ささえる」・「みる」スポーツの展開に

よって、高齢者が健康状態に応じて無理なく楽しみながらスポーツに触れる環

境づくりが求められます。そのためには、社会体育施設の機能充実やスポーツ

情報の提供などが必要になると考えられます。 

（２） 具体的施策 

① 障がいの有無に関わらないスポーツ環境の醸成 

鳥取市民体育祭等既存の大会に障がいのある人も参加で 

きる種目を積極的に取り入れ、障がいの有無に関わらず、 

誰もがスポーツに取り組めるような環境を醸成します。 

障がいのある人のスポーツ実施率の把握に努め、既存の 

各種「スポーツ教室」に障がいのある人も一緒になって取 

り組める内容を導入することを検討し、スポーツに気軽に 

触れたり、親しんだりする機会を提供します。 
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 また、障がいのある人のスポーツ活動を促進するため、スポーツに関する情

報を積極的に提供するとともに、障がいのある人へのスポーツ指導が行える人

材を育成します。 

 

② 高齢者のスポーツ活動機会の創出 

                グラウンド・ゴルフやラージボール卓球な 

ど、レクリエーションとして楽しむことので 

きるスポーツを取り上げた「鳥取市スポーツ 

レクリエーション祭」の充実を図るとともに、 

高齢者を対象としたスポーツ教室の開催など、 

高齢者が参加しやすいスポーツ活動の機会を 

創出します。 

 

【平成２７年度鳥取市スポーツレクリエーション祭の実施種目】 

グラウンド・ゴルフ、ペタンク、ゲートボール、ウォーキング、ドッジボール、バウ

ンスボール、ラージボール卓球、バウンドテニス、ソフトバレーボール、羽根っこゲ

ーム、卓球バレー、ボウリング、フライングディスク、パットゲームスター 

 

③ 安全なスポーツ環境の整備 

スポーツ活動中に発生する怪我や事故に対しては、各スポーツ団体等へ「ス

ポーツ安全保険」（公益財団法人スポーツ安全協会）(※23)などへの加入を促す

とともに、本市が主催するスポーツ大会等においては「鳥取市社会奉仕活動等

補償制度」（鳥取市ボランティア・市民活動センター）(※24)を活用して救済し

ます。 

熱中症等の事故を未然に防ぐために、事故防止に関する啓発を行います。ま

た、スポーツ施設の用具点検を行い、適切な保管管理に努めます。 

 

【鳥取市社会奉仕活動等補償制度の活用状況】 

年 度 件 数 大 会 名（競 技 名） 

平成２３ ６件 
鳥取市民体育祭（ソフトボール、テニス、女子バレーボール、バスケットボール、軟

式野球、陸上） 

平成２４ 3 件 鳥取市民体育祭（男子バレーボール、ソフトテニス） 

平成２５ １０件 
鳥取市民体育祭（ソフトボール、女子バレーボール、軟式野球、バドミントン、バス

ケットボール、陸上）、鳥取市スポーツレクリエーション祭（ラージボール卓球）



 

年

平

平

 

④ ス

市

や健

す。

地

ポー

レッ

イ

幅広

 

 

⑤ 市

誰

施設

 

 

【と

鳥取市

林漁業

田スポ

球場、

若葉台

ニス場

谷町グ

 

 

年 度 件

成２６ 

成２７ 

スポーツに

市報や公式ウ

健康づくりに

 

地区公民館を

ーツ大会等の

トを設置す

ベント情報

広い情報の提

市民サー

誰でも気軽に

設とするため

っとり施設

市民体育館、鳥

業者トレーニン

ポーツ広場、千

用瀬運動公園

台スポーツセン

場、東富安公園

グラウンドテニ

件 数

７件 鳥取市

９件 
鳥取市

ットボ

に関する

ウェブサイ

に関する情

をはじめと

のポスター

するなど情

報、施設利

提供を行い

ビスの向

に活用でき

め、既存の

設予約サービ

鳥取市河原町総

ングセンター、

千代水スポーツ

園、鳥取市気高

ンター、安蔵公

園テニス場、鳥

ニスコート、鳥

市民体育祭（男

市民体育祭（ソ

ボール、陸上）、

情報の提

イトを活用し

情報を積極的

とする市の関

ーを掲示した

情報提供に努

利用に関する

います。 

上を目的

きるよう、特

の地区体育館

「とっと

約状況の照

施設利用者

ビスの利用対

総合体育館、鳥

鳥取市青谷町
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鳥取市福部町テ

鳥取市城北テニ
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大 会

男女バレーボー

ソフトボール、

鳥取市スポー

提供 

し、スポー

的に提供し

関連施設に

たり、パン

努めます。

る情報など

的とした施

特に高齢者

館・屋外体

とり施設予

照会や予約

者の利便性

対象スポーツ

鳥取市国府町体

町農林漁業者ト
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鳥取市青谷町
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の例（平成２
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場 
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)を活用し、
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２８年３月現

館、鳥取市気高

民スポーツ広場

球場、鳥取市営

グラウンド、鳥
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スコート、鳥取
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す。 
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り、 

現在）】 

高町農

場、倉

営美保

鳥取市

金沢テ

取市青
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 また、各スポーツ関連施設における減免のあり方についても、見直しを検討

することとします。 

鳥取市民体育館や鳥取市営サッカー場（とりぎんバードスタジアム）などの

施設において導入している「指定管理者制度」(※26)を推進し、より一層のサ

ービスの向上と機能強化を図ります。 
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Ⅲ 地域におけるスポーツ活動の推進 

１ 地域活力の創出に向けたスポーツ振興 

【施策目標】 

地域スポーツを支える各種団体や人材を育成・支援したり、地元のプロスポ

ーツチームと相互発展することで、地域におけるスポーツを振興し、地域活力

の創出を図る。 

（１） 現状と課題 

 各小学校区単位で運動会が開催されるなど、地域において市民が主体となっ

た活動が展開されています。少子高齢化が進む中、子どもから高齢者までのあ

らゆる世代が一体となった取り組みが展開されていることは地域の活性化に一

役買っているといえます。 

地域スポーツ活動に取り組むことが、地域における人と人とのつながりを更

に深めていくことにつながります。本市では、地域体育会やスポーツ推進委員

などが各地域で活動しており、こうした地域スポーツを支える各種団体や人材

を育成・支援し、市民のスポーツ活動を支える体制を強化していく必要があり

ます。 

 また、本市は地元で唯一のプロサッカーチームである「ガイナーレ鳥取」の

本拠地であり、地域を挙げて応援する機運をより高めていく必要があります。

チームへの愛着を高め、チーム活動の環境を整え、まちの魅力や活力を創出す

ることが求められます。 

（２） 具体的施策 

① スポーツ界の好循環の創出 

 鳥取県教育委員会が実施する「鳥取県トッ 

プアスリート派遣事業」(※27)を活用して、 

県にゆかりのあるトップアスリートが県内の 

児童・生徒などに対して、自身が有する技術 

や経験などを伝えることで地域に還元し、ア 

スリート自らも指導者のスキルアップにつな 

げるという好循環を生み出します。 

 地元から輩出されたトップアスリートを地元で指導者として雇用できる体制

づくりを検討します。 
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【鳥取県トップアスリート派遣事業の実施状況（鳥取市小中学校実施分のみ）】 

実施年度 事 業 内 容 講 師 名 指 導 競 技 実 施 校 

平成２５ 講演 宮本幸太郎さん 水泳（飛込） 湖南学園 

平成２６ 

講演および 

児童との交流 
大部由美さん サッカー 

国府東小学校 

宮ノ下小学校 

水泳指導 小原工さん トライアスロン 倉田小学校 

講演 佐藤雅子さん ホッケー 
明徳小学校、醇風小学校

富桑小学校、西中学校 

平成２７ 

講演・実技 宇佐美里香さん 空手 大正小学校 

講演 大部由美さん サッカー 
明徳小学校、醇風小学校

富桑小学校、西中学校 

講演・実技 宇佐美里香さん 空手 賀露小学校 

講演・実技 小原工さん トライアスロン 稲葉山小学校 

講演 小林竜一さん ボブスレー 湖南学園 

講演および 

児童との交流 
宇佐美里香さん 空手 

国府東小学校 

宮ノ下小学校 

オリエンテーリング 

および講演 
大部由美さん サッカー 醇風小学校 

 

 

② 地域から発信するスポーツ活動の展開 

鳥取市地域体育会連合会(※28)や鳥取市スポーツ推進委員協議会(※29)など

の地域に密着した団体の活動を積極的に支援することで、人材育成や地域活性

化につなげます。 
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③ スポーツ推進委員を対象とする研修の充実 

 地域におけるさまざまなスポーツイベントの中心的な役割を担うスポーツ推

進委員に対する指導者としての資質向上に 

つながる研修や講習の充実を図ります。 

 委員１２１名（定数）によって構成され 

る鳥取市スポーツ推進委員協議会では、ニ 

ュースポーツの実技研修会や救急救命（Ａ 

ＥＤ）講習会などを実施しており、今後も 

こうした取り組みを支援します。 

 

④ 地域に根差したプロスポーツチームとの相互発展 

プロスポーツは、「みる」スポーツとして幅広い年齢層に親しまれ、とりわけ

青少年に対しては夢と希望を与え、青少年の健全な育成やスポーツ全体の振興

に大きな役割を果しています。 

県内で唯一のプロスポーツチームであり、山陰地方初のＪリーグクラブであ

る「ガイナーレ鳥取」と連携を図り、子どもたちの体力向上に向けた取り組み

などの地域貢献活動を実施し、地域活力の創造や郷土愛の醸成につながるスポ

ーツ活動を展開します。 

また、地域に活力を与えるプロスポーツチームへの支援の輪が市民や企業に 

                        更に広がり、全市的な 

応援体制となるよう努 

め、チームと地域の相 

互発展を図ります。 

 

 

 

【ガイナーレ鳥取の成績とホームゲーム観客動員数の推移】 

年 所属リーグ 
順 位 

（所属リーグ総チーム数） 

年間ホームゲーム観客動員数 

（１試合あたり） 

平成２３ 

Ｊ２ 

１９位（２０） ７０，１５２人（３，６９２人）

平成２４ ２０位（２２） ６５，７８６人（３，１３３人）

平成２５ ２２位（２２） ８６，０３３人（４，０９７人）

平成２６ 
Ｊ３ 

４位（１２） ５５，２４２人（３，０６９人）

平成２７ ６位（１３） ３８，６３７人（１，９３２人）
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⑤「ささえるスポーツ」活動の創出 

地域スポーツ大会の運営や日常的な 

スポーツの指導などを行う「スポーツ 

ボランティア」制度の導入について検 

討します。 

地域のスポーツ行事で急病人・怪我 

人等が発生した場合、迅速な救命、救 

急手当てが処置できるよう「救急救命 

（ＡＥＤ）講習会」を開催します。 

 

⑥施設開放の促進 

 本市では、社会体育の普及や児童等の安全な遊び場の確保のため、各地域体

育会の運営・管理の下に学校体育施設を開放しています。今後は開放施設の拡

大を図るとともに、運営・管理の在り方を見直すなど有効利用の促進に努めま

す。 

 

【施設開放対象の小・中学校（平成２８年３月現在）】 

学 校 名 

小学校 

久松、醇風、遷喬、修立、日進、富桑、稲葉山、城北、美保、賀露、明徳、倉田、面影、

神戸、美和、大正、東郷、明治、世紀、湖山、湖南、末恒、米里、津ノ井、浜坂、岩倉、

美保南、湖山西、中ノ郷、若葉台、宮ノ下、国府東、福部、河原第一、散岐、西郷、用瀬、

佐治、浜村、宝木、瑞穂、逢坂、鹿野、青谷（４４校） 

中学校 江山、高草（２校） 

 

⑦地域の高等教育機関との連携 

 貴重な人的・知的資源である大学や専門学校等の高等教育機関との連携を図

り、スポーツを通じた地域との交流活動や構内のスポーツ施設の利活用を推進

します。 
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２ スポーツ交流の推進 

【施策目標】 

スポーツを通じた地域交流により、地域の魅力を市外に広く発信するととも

に、相互理解や友好の促進を図る。 

【数値目標】 

「鳥取マラソン」のエントリー数 

   ３，５００人（Ｈ２７年度） ⇒ ５，０００人（Ｈ３２年度） 

（１） 現状と課題 

 多くの人々と交流を深められることは、スポーツの魅力の１つと言えます。

県内のみならず、県外や世界の国々も視野に入れながら、地域を超えたつなが

りをつくることは、地域活性化を果たすことにもつながります。 

近年では、スポーツを観光と結びつけたスポーツツーリズム(※30)が各地で

推進されており、本市においてもこういった取り組みを積極的に行うことが求

められます。県内唯一のフルマラソン大会（公益財団法人日本陸上競技連盟公

認）である「鳥取マラソン」(※31)は、当初の１，０００人程度のエントリー

から県内外より３，０００人を超えるランナーがエントリーする大会へと成長

してきました。こうした全国規模の大会を通じて本市の魅力を市外に広く発信

することで、更なるスポーツ交流人口の増加につなげることが必要です。 

また、２０２０（平成３２）年の東京オリンピック・パラリンピックの開催

に向け、県や関係機関、競技団体等と連携し、キャンプ地誘致への取り組みを

進めていく必要があります。 

（２） 具体的施策 

① スポーツツーリズムの推進 

 スポーツと観光が一体となったイベン 

トを開催し、市の観光資源を県内外へＰ 

Ｒします。 

 鳥取マラソンは、２０１４大会より、 

鳥取砂丘や因幡万葉の里を巡る新コース 

となりました。また、２０１５大会から前夜祭を開催し、世界遺産姫路城マラ 

ソンやおかやまマラソンとの提携を行うなど、歓迎・おもてなし体制を強化し 

て実施しています。今後もランナーをはじめ、応援者にもこれまで以上に喜ん

でもらえる大会となるよう創意工夫を図ります。 



30 
 

【鳥取マラソンのエントリー数（実走者数）の推移】 

年 度 大 会 名 
エントリー数 

（実走者数） 
備 考 

平成２３ 鳥取マラソン２０１２ 
２，６２２人

（１，８６０人）

台湾から約１５人のランナーが参加。 

 

平成２４ 鳥取マラソン２０１３ 
２，８８２人

（２，１００人）

初めてゲストランナー（西谷綾子さん）を招待。

 

平成２５ 

鳥取マラソン２０１４ 

３，０１２人

（２，６２２人）

・初のコース変更。 

・主催に県を迎え、商工・観光・自治会などか

らなる実行委員会を設立。 

・ゲストランナーに西谷綾子さん、AKB４８

マラソン部を招待。 

平成２６ 鳥取マラソン２０１５ 
３，３９４人

（２，８８６人）

・海外から２２人（中国・韓国・台湾・ロシア）

のランナーが参加。 

・前夜祭の実施。 

・ゲストランナーに西谷綾子さんを招待。 

平成２７ 鳥取マラソン２０１６ 
３，６９１人

（３，１８８人）

・海外から 6 人（中国・モンゴル・台湾）の

ランナーが参加。 

・前夜祭の実施。 

・ゲストランナーに西谷綾子さんを招待。 

 

② スポーツを通した国際交流の推進 

２００２（平成１４）年に日韓共催で行われたサッカー 

の世界選手権大会であるＦＩＦＡワールドカップにおいて、 

本市はエクアドル代表チームの公式キャンプ地となりま 

した。翌年には、「日本・エクアドル友好協会」を本市に 

設立し、以来記念のサッカー大会を平成２６年度まで毎年開催してきました。 

           また、２００７（平成１９）年の世界陸上競技選手権

大阪大会ではジャマイカ陸上チームのキャンプ地となり

ました。本市は、「ジャマイカ給食の日」を設け、市立保

育園児とジャマイカチームの交流会を開催したり、同チ 

ームによる小中学生を対象とした陸上教室を実施したりするなど、積極的な交 

流を行いました。２０１５（平成２７）年には、再びジャマイカ陸上チームの 

事前キャンプ（世界陸上競技選手権大会北京大会）を受入れました。今後もこ 

うした機会をとらえて、スポーツによる国際友好関係の構築を図ります。 
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③ 「みるスポーツ」活動の推奨 

スポーツ観戦、パブリックビューイング(※32)などの「みるスポーツ」活動

を推奨し、スポーツ交流の拡大をめざし 

ます。 

高い競技水準のスポーツイベントの 

誘致を推進し、「みるスポーツ」活動 

を通じてスポーツの魅力を伝えます。 

 また、障がい者スポーツをみる機会 

の提供についても検討します。 

 

④ 交流事業の開催 

                 平成２５年度より岡山県美作市と「少年 

サッカー交流大会」を実施しています。今 

後も他都市と他種目の交流を検討し、スポ 

ーツを通じた交流を一層推進していきます。 

 

 

 

 

【交流事業の一例】 

大 会 名 内 容 

美作市・鳥取市少年サッカー大会 

地元に根付いたプロサッカーチームが存在するという共通点

（美作市：岡山湯郷Ｂｅｌｌｅ、鳥取市：ガイナーレ鳥取）か

ら、サッカーを通して友好を深めることを目的に開催している

少年サッカー大会。 

 

⑤姉妹都市交流の継続 

昭和４７年３月に姉妹都市提携を結んだ兵庫県姫路市とは、親善と友好を深

めることを目的に、相互理解のもと、昭和５２年８月より毎年「姉妹都市親善

スポーツ交歓大会」(※33)を開催しています。子どもから高齢者まで幅広い年

齢層が参加する本大会は、生涯スポーツ社会の実現に資するものであり、今後

も継続して実施します。 
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【姫路市・鳥取市姉妹都市親善スポーツ交歓大会の実施状況】 

実施年度 開催地 実 施 種 目 実 施 区 分 参 加 人 数 

平成２３ 鳥取市 

バレーボール 小学生（女子） 
鳥取市選手団  ６４人

姫路市選手団  ６３人

バスケットボール 中学生（女子） 

ソフトテニス 中学生・高校生・一般

グラウンド・ゴルフ 一般 

平成２４ 

（第３５回記念大会） 

姫路市 

バレーボール、サッカー 小学生（男子）  

鳥取市選手団 １４４人

姫路市選手団 １４５人

卓球 小学生・中学生・一般

バドミントン 
小学生・中学生 

高校生・一般 

水泳、軟式野球 小学生 

テニス 高校生・一般 

ゲートボール 一般 

平成２５ 鳥取市 

卓球、バドミントン 小学生・中学生・一般
鳥取市選手団  ７５人

姫路市選手団  ７５人

ソフトボール シニア 

弓道 一般 

平成２６ 姫路市 

軟式野球、サッカー 小学生 
鳥取市選手団  ７０人

姫路市選手団  ７９人

バスケットボール 中学生（女子） 

柔道 小学生・中学生 

平成２７ 鳥取市 

軟式野球 中学生 
鳥取市選手団  ６４人

姫路市選手団  ６１人

弓道、バレーボール 

テニス 
一般 
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Ⅳ 競技力向上につながるスポーツ環境の整備 

１ 競技人口の増加をめざした施策の展開 

【施策目標】 

関係団体と連携しながら、市民の競技スポーツに対する関心を高め、競技人

口の増加をめざす。 

【数値目標】 

全国規模のスポーツ大会やキャンプ・合宿等の開催件数 

  ２件（Ｈ２７年度） ⇒ １０件（Ｈ２８～３２年度） 

（１） 現状と課題 

 ２０２０年の東京オリンピック・パラリンピックの開催を契機に、スポーツ

振興に対する機運が高まっていることから、競技力向上に向けた人材育成や、

スポーツ交流人口の拡大を図るための各種スポーツ大会、キャンプ・合宿の誘

致に取り組むことが必要です。 

平成２８年度には全国高等学校総合体育大会（インターハイ）が中国ブロッ

ク（主会場：岡山県）で開催され、鳥取県では相撲、 

ホッケー、自転車（トラック）、弓道の４競技が行わ 

れます。高校生相互の親睦を図ることのみならず、 

技能の向上とスポーツ精神の高揚が目的である本大 

会の開催を受け、競技スポーツに対する関心が一層 

高まっています。本市は、相撲・ホッケー競技の会 

場地となることから、実行委員会を立ち上げ、円滑 

な大会運営に向けて準備を進めています。 

 また、大会において優秀な成果を収めた選手への支援、顕彰制度を充実させ

ることで競技スポーツへ向かう人々を後押しすることも求められます。 

（２） 具体的施策 

① 体育協会をはじめとする関係団体との連携・協働 

鳥取市体育協会をはじめ、県のスポーツ関係各課や公益財団法

人鳥取県体育協会、鳥取県障がい者スポーツ協会などの外郭団

体等と連携し、選手養成及び強化を図るとともに、各種競技団

体の組織体制強化の支援を図り、競技力の向上に資する具体的

施策を協働して推進していきます。 
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【鳥取市体育協会の構成団体】 

種目別競技協会 

陸上、バスケットボール、軟式野球、バレーボール、卓球、ソフトテニス、体操、

柔道、剣道、相撲、水泳、バドミントン、弓道、クレー射撃、ソフトボール、サ

ッカー、テニス、アーチェリー、ゲートボール、スケート、ボート、少林寺拳法、

グラウンド・ゴルフ、ヨット、なぎなた、ペタンク、バウンスボール、ドッジボ

ール、ボウリング 

そ の 他 
地域体育会連合会、スポーツ推進委員協議会、スポーツ少年団、小学校体育連盟、

中学校体育連盟 

 

② 指導者の育成と資質の向上 

競技人口を拡大するためには、指導者の育成が不可欠であることから、指導

者向けの研修会を開催したり、指導者の資質の向上につながるような指導方法

に関する情報の提供などに努めます。また、ドーピング防止活動を推進するた

め、アンチ・ドーピング教育の充実を図ります。 

 

【鳥取県東部医師会健康スポーツ医学講演会（鳥取市教育委員会共催事業）の開催状況】 

実施年度 演 題 等 講 師 名 講 師 所 属 

平成２３ スポーツ選手への医科学サポート活動について 関耕二さん 鳥取大学 

平成２４ 成長期のスポーツ傷害 岸隆広さん 鳥取赤十字病院 

平成２５ 

ミニレクチャー「スポーツと腰痛」 森下嗣威さん 鳥取市立病院 

運動時における熱中症予防の新情報 長谷川博さん 広島大学大学院 

アスリートのパフォーマンスを支える食事のサ

ポート 
河合美香さん 龍谷大学 

平成２６ 

勝利の方程式 

～夏場の水分補給、食べることの気付き～ 
金山牧子さん 大塚製薬米子出張所 

ＰＭ２．５による健康被害とその対応 北室知巳さん 北室内科医院 

女性アスリートの健康管理 目崎登さん 筑波大学 

平成２７ 
熱中症の予防と治療 浅雄保宏さん 鳥取市立病院 

学童期の四肢関節のスポーツ傷害 榎田誠さん 鳥取大学 
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③ 「するスポーツ」活動の積極的な展開 

「する」という視点からスポーツを捉 

えるという原点に立ち返り、競技人口を 

増加させるため、本市教育委員会で主催 

する既存事業の拡大や新規事業の開催、 

他団体との共催化による事業展開を検討 

します。 

 

④ 優秀選手への支援 

 児童のスポーツ活動の健全な発展を図ることを目的として、小学生がスポー

ツの全国大会に出場する場合、補助金を交付しています。競技力の向上に向け

てその在り方を順次検討することとします。 

 

⑤ 顕彰制度の充実 

長年本市のスポーツ発展に貢献された方や、指導者として顕著な功績を上げ 

られた方、あるいは選手として当該年度 

のスポーツ大会で活躍され素晴らしい 

成績をあげられた方を、「鳥取市スポー 

ツ表彰式」(※34)において表彰します。 

 

 

 

 

【鳥取市スポーツ表彰式における表彰者数】 

年 度 個 人 団 体 総 勢 

平成２３ １３８人 ４６団体 ４８１人

平成２４ １５８人 ５７団体 ５４７人

平成２５ １５１人 ４８団体 ４９５人

平成２６ ２０４人 ５５団体 ５７２人

平成２７ １６４人 ５９団体 ６００人
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⑥ オリンピック・パラリンピック招致ムードの高揚 

２０２０年の東京オリンピック・パラリンピックが開催されることを受けて、

選手として出場するという夢や目標を抱く子どもたちを支援したり、国を代表

して競技に出場する選手を応援するというムードの高揚を図ります。 

 また、鳥取県においては東京オリ・パラキャンプ誘致推進委員会を設立し、

同オリンピック・パラリンピックのキャンプ地誘致を積極的に進めていること

から、本市としても会場地として円滑な受け入れ体制を構築するため、鳥取市

東京オリ・パラキャンプ実施委員会を設立しました。トップアスリートとの交

流を通じて、競技力の向上、スポーツ交流人口の拡大を図るとともに、国内外

に本市の魅力をＰＲし、市の知名度向上や地域経済への貢献につなげます。 
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２ 施設をはじめとするスポーツ環境の構築 

【施策目標】 

市民誰もが安全で安心なスポーツ活動が行える環境づくりに努めることで、

市民のスポーツ活動意欲を高め、競技力の向上へつなげる。 

（１） 現状と課題 

 平成２７年２月に策定された「鳥取市公共施設の経営基本方針」の中で、公

共施設経営の目的として、「公共サービスの維持・向上」「安全・安心な市民生

活」「次世代の負担軽減」の３点が掲げられています。利便性を向上し、年齢・

性別・障がいの有無を問わず、誰もが安心してスポーツ活動を行えるよう、既

存施設の改修や機能充実を図る必要があります。 

 本市においては近 

年、鳥取市弓道場や 

鳥取市若葉台スポー 

ツセンターなど、各 

種競技の拠点となる 

施設整備を行った一 

方で、鳥取市民体育館を筆頭に既存 

の社会体育施設の老朽化が進んで

いることから、「市民体育館等あり

方検討委員会」を立ち上げ、市民体

育館等の今後のあり方を検討して

います。 

２０２０年の東京オリンピック・ 

パラリンピック開催決定により、市 

民の競技スポーツへの関心が高まっている中、市民のニーズに応じたスポーツ

環境の構築が求められます。 

（２） 具体的施策 

① 競技スポーツに対する市民ニーズの把握 

施設の改修や機能充実の優先度の決定や競技団体への支援の参考とするため、

競技スポーツに対する市民ニーズを、アンケート調査などによって把握します。 
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② 施設予約の利便性の向上 

施設予約の方法を分かりやすく、簡易なものとすることで、施設の利用者を

増やすことを目標とします。 

 

③ 競技者への積極的な広報 

競技スポーツに関する情報や大会の開催に関する情報などを競技者へ積極的

に広報します。 

 

④ 競技スポーツとの出会いの創出 

各種大会におけるキャンプ地の誘致活動や大会の誘致を行うことで、競技ス

ポーツとの出会いを創出します。 

 

⑤ スポーツ施設環境の充実 

子どもや女性、高齢者、障がいのある人を含むすべての市民が安心してスポ

ーツを楽しむことができるよう、スポーツ施設のバリアフリー化や耐震化を推

進し、施設環境の充実を図ります。 

 学校体育施設の開放をより一層進めるとともに、スポーツ施設の利用状況の

把握に努め、効率的な施設利用を推進します。 
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【資料１】用語解説 

※1 スポーツ基本法 … 昭和３６年に制定されたスポーツ振興法を全部改

正し、スポーツ推進のための基本的な法律として、平成２３年８月に施行され

た。 

※2 スポーツ基本計画 … スポーツ基本法第９条の規定に基づいて、平成２

４年３月に策定されたスポーツの推進に関する基本的な計画。 

※3 鳥取県スポーツ推進計画 … 平成２６年３月に策定された鳥取県全体

のスポーツ推進に関する基本的な計画。そのめざす姿を「すべての県民が豊か

なスポーツ文化を享受できる鳥取県」としている。 

※4 鳥取市総合計画 … 鳥取市が市民と共に取組むまちづくりの指針とし

て、アンケートや市民まちづくりワークショップを通じて市民等との協働によ

り策定された総合的な計画。平成２３年５月に「第９次総合計画」（平成２３～

２７年度）が策定され、平成２８年３月に「第１０次総合計画」（平成２８～３

２年度）が策定された。 

※5 鳥取市の教育等の振興に関する大綱 … 鳥取市の教育、学術、文化及び

スポーツの振興に関する施策を総合的かつ体系的に推進し、今後めざすべき将

来像を実現するための基本方針（平成２８年３月策定）。地方教育行政の組織及

び運営に関する法律の一部改正により、平成２７年度から地方公共団体の長に

大綱の策定が義務づけられた。 

※6 鳥取市教育振興基本計画 … 「鳥取市の教育等の振興に関する大綱」の

基本方針と推進施策の項目に沿い、これから歩むべき教育の具体的な方向性を

示した５カ年計画（計画期間：平成２８～３２年度、平成２８年３月策定）。 

※7 鳥取市生涯学習推進基本方針 … 多くの地域で生涯学習活動が活発に

繰り広げられるようになり、今後の急激な社会変化や市民の要請に対応するた

め、平成２４年３月に策定した方針（平成２８年３月改定）。 

※8 鳥取市公共施設の経営基本方針 … 公共サービスの維持向上や公共施

設の生涯経費の縮減などを目的として平成２７年２月に策定された方針。 

※9 スポーツ振興法 … 東京オリンピックの開催を見据え、昭和３６年に制

定された法律。平成２３年８月に全部改正が行われ、名称もスポーツ基本法と

なった。 

※10 スポーツ立国戦略 … 日本の「新たなスポーツ文化の確立」をめざし、

「人〔する人、観る人、支える（育てる）人〕の重視」「連携・協働の推進」と

いう基本的な考え方のもとに実施すべき５つの重点戦略を掲げている。 

※11 鳥取市スポーツ推進審議会 … 鳥取市スポーツ推進審議会条例に基

づいて設置される審議会で、スポーツの推進に関する事項について調査及び審
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議する。 

※12 子どもの身体・健康づくり推進事業 … 鳥取市がガイナーレ鳥取に委

託している事業。プロスポーツ選手の知識・経験を活かし、サッカー教室や子

どもの動きづくり教室などを通して、子どもに運動する機会を提供する。 

※13 鳥取市小学校体育連盟 … 児童の体力向上と健康な身体をつくるた

めにスポーツを通して活動している団体。中学校における体育・スポーツの健

全な発達を図ることを目的としている団体が「鳥取市中学校体育連盟」。 

※14 こころのプロジェクト「夢の教室」 … 元サッカー日本代表、Ｊリー

ガーをはじめ、様々なアスリートを特別授業講師「夢先生」として迎え、実体

験等に基づく授業を展開する事業。公益財団法人日本サッカー協会による事業

で、対象は小学５年生、中学２年生。 

※15 『小学生スポーツ活動ガイドライン』 … 鳥取市の小学生スポーツに

関わるすべての指導者、保護者をはじめ関係者が望ましいスポーツ活動の共通

理解を深めることを目的に、鳥取市教育委員会が平成２６年２月に策定した小

学生のスポーツ活動に関する基本方針。 

※16 『中学校における部活動ガイドライン』 … 生徒にとって魅力的であ

り、顧問教員の意欲が高まり、保護者や地域等に心から応援されるような運動

部活動・文化部活動としていくための指針として、平成２５年３月に鳥取市教

育委員会が策定したもの。 

※17 鳥取市スポーツ少年団 … スポーツ少年団は、単位、市区町村、都道

府県、国の４つの段階で構成される。昭和３７年に「スポーツによる青少年の

健全育成」を目的に日本スポーツ少年団が創設されたのが始まり。鳥取市では、

本部を鳥取市教育委員会事務局生涯学習・スポーツ課に置いている。 

※18 山陰海岸ジオパーク小学生駅伝競走大会 … 山陰海岸ジオパークの

世界ジオパークネットワーク認定を契機に、府県を超えた繋がりをつくること

などを目的として、兵庫県但馬管内・鳥取市・岩美町・京丹後市などで組織す

る実行委員会が主催する駅伝競走大会。第１回大会を平成２６年１０月に開催。 

※19 鳥取市民体育祭 … 昭和３３年に、市政７０周年記念事業として始ま

り、「長期」「多種目」を特徴とする市民参加型スポーツ大会。 

※20 鳥取市スポーツレクリエーション祭 … 生涯スポーツの普及に伴い、

平成２年から始まったレクリエーション祭。校区別に競技スポーツを中心とす

る鳥取市民体育祭とは異なり、市民誰もが気軽に参加できる種目中心の大会と

なっている。 

※21 ニュースポーツ … だれもが、いくつからでも、いつまでもできるス

ポーツ。競うことよりも楽しむことを主としている。 

※22 総合型地域スポーツクラブ … 地域の人々に年齢、興味関心、技術技
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能レベル等に応じた様々なスポーツ機会を提供する、「多種目」「多世代」「多志

向」のスポーツクラブ。 

※23 スポーツ安全保険 … （公財）スポーツ安全協会が契約者となり、ス

ポーツ活動、文化活動、ボランティア活動、地域活動を行う社会教育関係団体

（５名以上、アマチュア）の構成員を被保険者として、傷害保険（突然死葬祭

費用担保特約付）と賠償責任保険を一括契約した補償制度。 

※24 鳥取市社会奉仕活動等補償制度 … 市が保険料を負担し、ボランティ

ア活動、自治会活動など、多くの方々による様々な市民活動中の事故を救済し、

市民が安心してボランティア活動や地域活動に参加できるよう保障する制度。 

※25 とっとり施設予約サービス … 鳥取県内の参加市町村が共同で利用

する施設予約システム。パソコンや携帯電話から、参加市町村が保有する施設

の空き状況の検索や施設の予約を行うことができる。 

※26 指定管理者制度 … 地方自治法の一部改正（平成１５年９月２日施行）

により、公の施設の管理者について、「地方公共団体が出資している法人、公

共団体、公共的団体」といった条件が撤廃され、地方公共団体の指定する者（指

定管理者）が管理を代行する制度。 

※27 鳥取県トップアスリート派遣事業 … 鳥取県が平成２５年度から実

施している事業。「鳥取県トップアスリートバンク」に登録している県ゆかりの

トップアスリートを県内の小・中学校などに派遣し、子どもたちに運動の楽し

さなどを伝える。 

※28 鳥取市地域体育会連合会 … 鳥取市内に地区単位で５９ある体育会

の連合体組織。鳥取市から委託を受け、学校施設開放事業などを行っている。 

※29 鳥取市スポーツ推進委員協議会 … 鳥取市内各地区・校区から推薦さ

れたスポーツ推進委員（スポーツ基本法第３２条で規定される非常勤の公務員。

任期は２年。）１２１名で構成される協議会。５つの専門部（企画部、広報部、

事業部、普及１部、普及２部）に分かれ活動を行っている。 

※30 スポーツツーリズム … スポーツと観光を融合させ、新しい価値を創

造しようとするもの。 

※31 鳥取マラソン … 新日本海新聞社主催の「日本海マラソン」と鳥取市

主催の「湖山池一周ハーフマラソン」を統合し、平成１９年度から開催してい

る日本陸上競技連盟公認のフルマラソン大会。 

※32 パブリックビューイング … スタジアムにある大型の映像装置など

を利用して観戦を行うイベント。 

※33 姉妹都市親善スポーツ交歓大会 … 姫路市と鳥取市が毎年５月中旬

に行っているスポーツ交歓大会。姫路市と鳥取市の隔年開催で、開催地の体育

協会加盟団体が主管となり、毎年４種目程度を実施している。５年ごとに記念
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大会（種目数は９種目程度）を開催。 

※34 鳥取市スポーツ表彰式 … 毎年２月頃に開催される鳥取市体育協会

主催の鳥取市の体育振興のために功労があった者などを表彰する式典。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



43 
 

【資料２】計画策定の経過 

 

年 月 日 内 容  

平成 

２７ 

２ １８ 平成２６年度第１回鳥取市スポーツ推進審議会の開催 

・意見交換 

・論点整理 

・骨子の検討 

１２ 

９ 鳥取市議会文教経済委員会１２月定例会 案の中間報告 

１１ 

～１４ 
インターネットモニターアンケートの実施 

１６ 平成２７年度第１回鳥取市スポーツ推進審議会の開催 案の審議 

２５ 平成２７年１２月定例教育委員会 案の中間報告 

平成 

２８ 

１ 
７ 

～２７ 
市民政策コメント（パブリックコメント）の実施 

2 
１７ 平成２７年度第２回鳥取市スポーツ推進審議会の開催 最終案の策定 

２６ 平成２８年２月定例教育委員会 最終案の報告 

３ 

１４ 鳥取市議会文教経済委員会２月定例会 最終案の報告 

２２ 平成２８年３月定例教育委員会 計画の承認 

３１ 計画の公表 
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【資料３】鳥取市スポーツ推進審議会条例 

○鳥取市スポーツ推進審議会条例 

平成２３年９月２２日 

鳥取市条例第２９号 

（設置） 

第１条 スポーツ基本法（平成２３年法律第７８号）第３１条の規定に基づき、

鳥取市スポーツ推進審議会（以下「審議会」という。）を置く。 

（所掌事務） 

第２条 審議会は、次に掲げる事務を所掌する。 

（１） 鳥取市教育委員会（以下「教育委員会」という。）の諮問に応じ、ス

ポーツの推進に関する事項について調査及び審議をすること。 

（２） スポーツの推進に関する事項について教育委員会に建議すること。 

（３） その他教育委員会がスポーツの推進に関する計画上必要と認める事項

に関すること。 

（組織） 

第３条 審議会は、委員１５人以内で組織する。 

２ 委員は、次に掲げる者のうちから、教育委員会が委嘱する。 

（１） 学識経験のある者 

（２） 民間団体に属する者 

（３） 公募による者 

（任期） 

第４条 委員の任期は、２年とする。ただし、補欠委員の任期は、前任者の残

任期間とする。 

２ 委員は、再任されることができる。 

（会長） 

第５条 審議会に会長を置き、委員の互選によりこれを定める。 

２ 会長は、会務を総理し、審議会を代表する。 

３ 会長に事故があるとき、又は会長が欠けたときは、あらかじめ会長が指名

する委員がその職務を代理する。 
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（会議） 

第６条 審議会の会議は、会長が招集し、会長が議長となる。 

２ 審議会は、委員の半数以上が出席しなければ、会議を開くことができない。 

３ 審議会の議事は、出席委員の過半数で決し、可否同数のときは、議長の決

するところによる。 

４ 会長は、必要があると認めるときは、委員以外の者の出席を求め、必要な

説明又は意見を聴くことができる。 

（庶務） 

第７条 審議会の庶務は、教育委員会において処理する。 

（委任） 

第８条 この条例に定めるもののほか、審議会の運営その他必要な事項は、審

議会が定める。 

附 則 

（施行期日） 

１ この条例は、平成２３年１０月１日から施行する。 

（鳥取市スポーツ振興審議会条例の廃止） 

２ 鳥取市スポーツ振興審議会条例（昭和３７年鳥取市条例第１０号）は、廃

止する。 
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【資料４】鳥取市スポーツ推進審議会委員名簿 

 

任期：平成２５年１０月１日～平成２７年９月３０日 

所 属 氏 名 備 考 

学識経験者 油野 利博 鳥取県体育協会長 

学識経験者 森下 嗣威 鳥取市立病院診療局長 

鳥取市体育協会 筒井  実 所属団体副会長 

鳥取市地域体育会連合会 松本 伸一 所属団体会長 

鳥取県高等学校体育連盟 小倉 健一
所属団体会長 

（八頭高等学校長） 

鳥取市小学校体育連盟 西墻 雅江
所属団体副会長 

（倉田小学校長） 

鳥取市中学校体育連盟 松ノ谷 博
所属団体理事長 

（西中学校長） 

鳥取市スポーツ推進委員協議会 森  正一 所属団体理事 

（一社）鳥取県障がい者スポーツ協会 福留 史朗 所属団体会長 

鳥取県ミニバスケットボール連盟 山本 英世 所属団体会長 

鳥取市連合婦人会 山根 滋子 所属団体副会長 

鳥取市小学校ＰＴＡ連合会 松本 秀樹 所属団体副会長 

鳥取市中学校ＰＴＡ連合会 土橋 裕一 所属団体役員 

公募委員 
谷尾 洋介  

永江 吉邦  
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任期：平成２７年１０月１日～平成２９年９月３０日 

 

所 属 氏 名 備 考 

学識経験者 油野 利博 鳥取県体育協会長 

学識経験者 森下 嗣威 鳥取市立病院診療局長 

鳥取市体育協会 筒井  実 所属団体副会長 

鳥取市地域体育会連合会 松本 伸一 所属団体会長 

鳥取県高等学校体育連盟 小倉 健一
所属団体会長 

（八頭高等学校長） 

鳥取市小学校体育連盟 小谷 容子
所属団体副会長 

（大正小学校長） 

鳥取市中学校体育連盟 有本 健一
所属団体会長 

（鳥取北中学校長） 

鳥取市スポーツ推進委員協議会 森  正一 所属団体副会長 

（一社）鳥取県障がい者スポーツ協会 福留 史朗 所属団体会長 

鳥取県ミニバスケットボール連盟 山本 英世 所属団体会長 

鳥取市連合婦人会 山根 滋子 所属団体副会長 

鳥取市小学校ＰＴＡ連合会 山田 祐介 所属団体副会長 

鳥取市中学校ＰＴＡ連合会 岩﨑 伸一 所属団体役員 

公募委員 平尾 司砂  
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25

9

8

18

11

14

行っていない

年に２～３回程度

月に１回程度

週に１回程度

週に２～３回程度

ほとんど毎日

5

13

3

26

18

32

9

17

25

その他

特にない

総合型地域スポーツクラブの育成

公共スポーツ施設の整備

学校体育施設の開放・整備

スポーツに関する情報の提供

スポーツ指導者の養成

地域のクラブやサークルの育成

スポーツ行事等の開催

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

2

2

2

2

2

4

4

8

なし

弓道

テニス

ゴルフ

スポーツジム

サッカー

ウォールクライミング

ランニング

スカッシュ

ジョギング

水中ウォーキング

バドミントン

登山

野球

バスケットボール

散歩

ヨガ

体操

ウォーキング

2

7

2

11

15

10

その他

イベント・祭り型行事

スポーツ競技大会

スポーツ観戦

スポーツ教室・講座

地域スポーツクラブ・サークル

【資料５】インターネットモニターアンケート結果（一部） 

 

１ モニター調査の概要 

（１）実施期間    平成２７年１２月１１日（金）～１２月２４日（木） 

（２）回答状況    回答者  ８５人 ／ 対象 １００人 

（３）性  別    男性３７人、女性４８人 

（４）居住地域    鳥取地域７３人、鳥取地域外１２人 

（５）年  代 

 

 

 

 

 

（６）アンケート結果（一部） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区 分 回答数 区 分 回答者 

10～20 代 5 人 50 代 17 人

30 代 23 人 60 代 16 人

40 代 20 人 70 代以上 4 人

◆ 運動やスポーツの実施状況 

あなたは、どれくらいの割合で運動やスポーツを行

っていますか。１つお選びください。 

◆ 参加してみたいスポーツ行事等 

あなたが、今後、参加してみたいスポーツ行事や活

動は何ですか。主なものを２つお選びください。 

【運動やスポーツを行っていないと回答した人のみ】 

◆ 市に力を入れてもらいたいこと 

あなたは、地域のスポーツ振興のために、市に今後

どのようなことに力を入れてもらいたいと思います

か。主なものを２つお選びください。 

◆ 行ってみたいスポーツ活動 

あなたが、今後、行ってみたいスポーツ活動は何で

すか。主なものを２つまでお選びください。 

【運動やスポーツを行っていないと回答した人のみ】 



49 
 

【資料６】市民政策コメント（パブリックコメント）結果 

 

１ 実施期間 

   平成２８年１月７日（木）～平成２８年１月２７日（水） 

 

２ 意見提出者数 

   ７名 

 

３ 意見数 

   ９件 

 

４ 意見の内訳と概要 

（１）子どものスポーツ活動について（４件） 

 ・乳児期における遊びや運動 

 ・子どもが伸び伸びと遊べる環境づくり 

 ・小学生のスポーツ活動における体のケア 

 ・スポーツに対して苦手意識をもつ子どものためのスポーツクラブ 

 

（２）競技スポーツについて（２件） 

 ・競技人口の少ないスポーツへの支援 

・ソフトテニス競技におけるジュニア育成 

 

（３）生涯スポーツの普及について（１件） 

  ペタンク競技の普及 

 

（４）スポーツ施設の環境整備について（２件） 

 ・体育館の老朽化や駐車場の不足への対応と市民体育館・室内プールの整備 

 ・スケートボード場の整備 
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